
お客さま本位の業績評価体系の整備 4
●お客さま本位の営業活動を的確に行うことを促すため、業績評価体系を整備してまいります。

● 当社では部門・部店・個人の評価それぞれにおいて、「お客さま本位の業務運営」を追求し、
それを前提とした業績向上という優先順位に基づく評価を行っております。

● お預り資産の拡大状況や中長期の資産運用提案に基づいた実績など、高度なコンサルティング
の徹底により、お客さまの高い納得感が得られるお取引について適切な評価が可能な仕組みと
しております。また、単年度手数料等の実績に偏らない評価体系を構築しております。

コンサルティング力向上に向けた取組み 5

管理職 外訪担当者

99.8% 87.8% 

FP2級以上（含むCFP・AFP）の
資格保有比率（2025年3月末時点） 

＜ Nikko RABBIT ＞ 

●高い専門性をもって、良質な商品・サービスを提供するために、
階層別にコンサルティングスキル向上を目的とした研修を
行っております。また、提案の質向上を企図したソリューション
やポートフォリオ・コンサルティングなどの勉強会や個別支援
等、学習機会を提供しております。

●FPや証券アナリストなどの資格取得を奨励・支援し、社員の
知識・能力の向上を図っております。

FP2級以上（含むCFP・AFP）の

＜ Nikko GOAL NAVIGATOR ＞ ●お客さまのライフプラン等を踏まえたコンサルティングに際し、
定期的なお客さまとの対話の中でお伺いした情報を登録して
お客さまごとの資産コンサルティングをサポートする「Nikko 
GOAL NAVIGATOR」等を活用し、コンサルティングの高度化
を図っております。 

お客さま本位の浸透に向けた取組み 
●お客さま本位の精神は、経営理念の中に創業時より受け継がれており、その実践に日々取り組んで
おります。

CX賞の取組み 人生100年時代・高齢化社会への取組み

親切で正直に紐づく行動規範 お客さま本位を徹底する

▶私たちは、常にお客さまに寄り添い、お客さまの立場で考えることを基本姿勢とし、お客さま
のためにベストを尽くします。

▶私たちは、お客さまの最善の利益を追求するため、お客さまの真のニーズを把握し、最良の
商品・サービスを提供することに全力を尽くします。

▶私たちは、事実と見解を明確に区別し、お客さまにとって分かりやすい情報提供と説明を
行います。

● お客さまからいただいた「お褒め」の声や営業活動における
お客さま本位の取組みを評価するため、社内表彰制度の
一つとしてCX賞を選定・表彰し、当社社員のお客さま本位
の徹底・CX向上に取り組んでおります。

● 当社は、高齢化社会の進展を踏まえ将来の認知症や介護に
備えるためのサポートを重視しております。また、お客さま・
ご家族の皆さまが安心してお取引いただけるよう、ご高齢
のお客さまがお取引をされる際にはご家族間でのご資産・
運用に関するご相談もお勧めしています。

お客さま本位の業務運営に関する取組方針
SMBCグループ リテール事業部門

中長期分散投資を軸としたお客さま本位の運用提案1
お客さま本位の商品ラインアップの整備2
お客さま本位のアフターサービスの充実3
お客さま本位の業績評価体系の整備4
コンサルティング力向上に向けた取組み5

取組方針

● SMBC日興証券  は、「お客さまにとっての最善の利益」を実現するために、真のニーズに合致している

サービスを選択できるよう、一人ひとりに合ったソリューションを提供します。
●お客さまの豊かな生活や安心感の実現に向けて、お客さまの目指す利益のために、お客さま本位の
業績評価体系や適切な商品の導入・選定に注力してまいります。

●本資料は、特定の投資信託・生命保険・株式・債券等の売買を推奨、勧誘する目的のものではありません。
●2025年6月30日公表 の簡易版です。ご留意点

2025年6月時点

SMBCグループで連携し、各社の特長を活かし、
お客さまの幅広いニーズに対応してまいります。
SMBCグループで連携し、各社の特長を活かし、
お客さまの幅広いニーズに対応してまいります。
SMBCグループで連携し、各社の特長を活かし、
お客さまの幅広いニーズに対応してまいります。

中長期分散投資を軸とした
コンサルティング

「資産を守りたい」「これから資産
を形成していきたい」というニーズ

への提案力に強み

外貨運用や外貨決済をはじめとした
外貨に関する高度なニーズへの提案力に強み

「外貨」の強みを活かしたサービスの提供

高度・多様な運用ニーズを
お持ちのお客さまへの

きめ細かいサービスの提供

幅広い商品のラインアップへの
ご希望を含め、より高度・多様な
運用ニーズへの提案力に強み

お客さまの
多様なニーズを
グループ連携で
サポート

(※)SMBCグループ：株式会社三井住友フィナンシャルグループのグループ会社の総称
SMBCグループリテール事業部門：三井住友銀行、SMBC日興証券、SMBC
信託銀行、三井住友カード、SMBCコンシューマーファイナンス等で構成し、
資産運用業務・資産形成業務等のリテールビジネス業務を所管

(※)SMBCグループでは、役職員が共有すべき価値観(Five Values)の一つと
して、『Integrity：プロフェッショナルとして高い倫理観を持ち誠実に行動
する』を掲げています。

商品・サービスを提供することを目指し、お客さまをよく知り、お客さまがご納得された上で商品・

●また、経営理念の実現のために具体的にどう行動すべきかを示した「行動規範」をもとに、大切な
　価値観をあらゆる場面で体現できるよう役社員全員がしっかりと理解し、日々の行動につなげるべく
　努めております。



● 1,000本以上の投資信託を取り揃え、そのうち
600本以上は申込手数料が無料です。

●株式委託手数料は、国内現物取引なら約定金額
帯ごとに定額で分かりやすい手数料体系です。
現物取引であれば最低137円、信用取引であれ
ば0円です。

2018年6月に金融庁より公表された「投資信託販売会
社における比較可能な成果指標（共通KPI）について」
の中で定義された指標の検証結果。（2025年3月末）

中長期分散投資を軸としたお客さま本位の運用提案 1
●総資産コンサルティングを通じた高度な提案

● SMBCグループでは統一のプロセスでお客さまに提案等を行うことによって、グループベースで
より高い水準のソリューションをお客さまに提供することを目指しております。

● 中長期分散投資意向のご確認や、CIOモデル・ポートフォリオを用いた運用方針のすり合わせを
行い、高度な資産運用コンサルティングの提供に努めております。
また、世界最高峰のリスク分析ツールであるNikko PRM Primeを用いて、お客さまの資産全体を
個別銘柄単位で分析し、お客さまの投資判断をサポートしております。
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● お客さまの不安・不満を解消するために、必要に応じ、販売時の
担当者による商品説明が分かりやすく、十分に行われていたかを
確認しております。

● 商品導入後も商品のモニタリングやレポート提供を通じて継続的
サポートを行う体制を整備しております。

●また当社では、「総合コース」と「ダイレクトコース」をご用意し、それぞれ商品ラインアップを
　整備しております。
　お客さまの投資スタイルやライフステージの変化に合わせて、コース変更も可能です。

ダイレクトコース総合コース
● お客さまのライフステージや資産に関するお考え、
相続、贈与、事業承継など、さまざまな課題に対
して、専門知識を備えた支店の担当者や専門知識
を有する専任担当者が誠実に提案させていただ
きます。また各分野の専門家と連携し、最適な
ソリューションを提案いたします。

● 当社では、日々刻々と動くマーケット状況をタイム
リーに捉えた投資情報部によるネットセミナーの
ほか、当社在籍の人気アナリストによる動画等の
情報提供を行っております。

● また、NISA活用や相続など、幅広いテーマの
セミナーも開催しております。

分かりやすい情報提供投資信託・ファンドラップの残高

（億円）

■ファンドラップ■投資信託
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●相場急落時等には、営業員によるご連絡やEメールの配信により、
当社作成のレポートや動画等を使用した情報提供と丁寧な説明を
徹底しております。また、定期的なフォロー状況を本社から確認でき
る社内システムを活用し、効率的な支援態勢を構築しております。

●「メール電子交付サービス」を活用した投資情報レポートの提供や
「株価通知メール」・「基準価額通知メール」等、お客さまのニーズ
に合わせたEメールサービスを多数、提供しております。

グループ統一のお客さま本位の運用提案 「Process5」

Process5
フォローアップ

取組方針の説明
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●お客さまの豊かな生活や安心感の実現に向けて、お客さまの目指す利益のために、お客さま本位の
業績評価体系や適切な商品の導入・選定に注力してまいります。

●本資料は、特定の投資信託・生命保険・株式・債券等の売買を推奨、勧誘する目的のものではありません。
●2025年6月30日公表 の簡易版です。ご留意点

2025年6月時点

SMBCグループで連携し、各社の特長を活かし、
お客さまの幅広いニーズに対応してまいります。
SMBCグループで連携し、各社の特長を活かし、
お客さまの幅広いニーズに対応してまいります。
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(※)SMBCグループ：株式会社三井住友フィナンシャルグループのグループ会社の総称
SMBCグループ リテール事業部門：三井住友銀行、SMBC日興証券、SMBC
信託銀行、三井住友カード、SMBCコンシューマーファイナンス等で構成し、
資産運用業務・資産形成業務等のリテールビジネス業務を所管

(※)SMBCグループでは、役職員が共有すべき価値観(Five Values)の一つと
して、『Integrity：プロフェッショナルとして高い倫理観を持ち誠実に行動
する』を掲げています。

商品・サービスを提供することを目指し、お客さまをよく知り、お客さまがご納得された上で商品・

SMBCグループ共通のビュー「CIO’s View」

4月
2025年

【作成者】【提供者】

情報提供資料

揺れ動く世界秩序、分散投資でリスクに対処する
特集

「しあわせのための資産運用の定石」

注： 個人向け国債は、一般的な国債とは商品としての性格が異なるため、本ページの日本債券に対する評価は個人向け国債には該当しません
出所：SGIC作成

 世界秩序が動揺する兆しもみられる中、資産運用では収益を追求しながら、分散によりリスクに
対処することも重要な局面。不確実性の高さから、ポートフォリオはバランス重視の構成とする
 株式では、日本の評価を一段階引き下げ標準的な保有とする。一方、企業収益の拡大継続が予
想される先進国（除く日本）は引き続きやや厚めに保有、新興国は標準的な保有とする
 債券では、新興国を一段階引き下げやや控えめな保有とする。また、もう一段の金利上昇が見
込まれる日本は引き続き控えめに保有、先進国（除く日本）は標準的な保有とする
 REITは賃料上昇が続くJ-REITを厚めに保有、G-REIT（除く日本）はやや控えめに保有
 金は引き続き上昇要因が豊富だが、変動率の上昇も見込まれることから標準的な保有を継続

当面の投資戦略

投資戦略及び相対評価

●「オーバーウェイト」、「ニュートラル」、「アンダーウェイト」は、長期的視点で最適化された基準ポートフォリオに対し、足元の情勢を踏まえたかい離を示しています。
● 例えば「アンダーウェイト」は「売り」ではなく、基準ウェイト対比で低いウェイトでの保有をご提案するものです。
●評価は各資産クラスを対象としたものであり、各資産クラス内のサブカテゴリーに対する評価とは異なります。

当評価の見方
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資産クラス間の相対評価
資産クラス間の相対評価は毎月見直しておりますので、最新の情報をご覧ください。 2025年3月14日時点

03 CIO’s View 2025 Spring

マクロ経済環境
拡大が続く世界経済だが、下振れリスク高まる

世界経済は、総じてみれば緩やかな拡大が続くと予想
するが、米トランプ政権の政策の影響等から、減速あ
るいは失速するリスクが高まっている。米欧ではインフ
レ低下・利下げが景気の追い風になると見込んでいる
が、関税等、米政権の政策への懸念が強まっている。日
本では賃金上昇等による景気拡大が見込まれるが、米
政権が主要産業に関税を賦課する場合等は景気が急
変し得る。中国やインド等の主要新興国についても、利
下げ等、景気下支えの要因がある一方、米国の政策動
向次第では景気が大きく下押しされるリスクもある。

米政権の政策次第で、米欧経済は失速のリスク

米国経済は、利下げが進む下で底堅く推移すると予想し
ているが、トランプ政権が強硬的な関税政策を続け、不
法移民の強制送還等も実施すれば、著しく景気が悪化す
るリスクがある。欧州経済は、利下げや財政の下支えの
下での拡大を予想するが、米国の政策動向次第では失速
し得る。米国では、段階的に利下げが進められる見込みで
あるほか、トランプ政権の減税・規制緩和等の政策は、一
定程度景気の押上げにつながるとみている。一方、政権発
足後、追加関税を矢継ぎ早に導入しており、同政権への期
待等から上昇傾向にあった製造業の景況感は足元で低下
（図表2）。特に、指数の構成項目の1つである新規受注の急
落が目立っている。強硬的な関税政策は米国の製造業の
押上げではなく、逆風になりかねないと懸念されている可
能性がある。また、景気悪化やインフレ上昇につながり得
る不法移民の強制送還が進められる可能性もあり、こうし
た強硬的な政策が続くと、米景気は著しく悪化するリスク
がある。欧州については、利下げが進んでいるほか、ドイツ
では財政支出への期待もあり、先行きの緩やかな景気拡大
を見込む。一方、米政権は対EUでも25%の追加関税を導
入する方針を示しており、実際に導入され、欧州側も報復
措置等を講じた場合、景気悪化は避け難いだろう。また、ウ
クライナ戦争に関し米国がロシア寄りの姿勢を示したこと
もあってか、地政学リスク指数が上昇する局面もみられる
（図表3）。欧州では防衛費拡大が景気の追い風になる可
能性がある一方、地域情勢の不安定化が投資等の逆風に
なる可能性もあり、やはり米政策動向のリスクは大きい。

図表1 主要国・地域の実質GDP成長率
（単位：四半期は前期比年率、暦年は前年比、中国は全て前年比、%）

2024 2025 2024 2025 2026

10~12 1~3 4~6 暦年 暦年 暦年

米国 2.3 1.7 1.7 2.8 2.1 1.9

欧州 0.9 1.0 1.2 0.9 1.2 1.4

日本 2.2 0.4 0.6 0.1 1.2 0.8

中国 5.4 4.7 4.8 5.0 4.6 4.5

注：欧州はユーロ圏。シャドーは実績、それ以外はCIO予測
出所： 米商務省、EU統計局、内閣府、中国国家統計局より

SGIC作成

44
46
48
50
52
54
56

24/1 24/4 24/7 24/10 25/1

米ISM製造業景況指数図表2

注：全体の指数は新規受注を含む5項目の加重平均値
出所：米サプライマネジメント協会（ISM）よりSGIC作成

（50超：改善、50未満：悪化）

（年/月）

全体 新規受注

0

50

100

150

200

250

300

350

24/7 24/9 24/11 25/1 25/3

地政学リスク指数図表3

出所：Geopolitical Risk（GPR）Indexウェブサイト　　 
（https://www.matteoiacoviello.com/gpr.htm） 　　
よりSGIC作成

（年/月）
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春号の投資テーマ

揺れ動く世界秩序、分散投資でリスクに対処する

 世界経済は、緩やかな成長が持続しようが、トランプ政権による関税政策等が先行きの不
確実性を高めている
 企業収益も着実な拡大が続いているが、関税政策等に端を発する世界経済の悪化リスクに
注意が必要な局面
 米金利は足元低下がみられたが、インフレ期待による上昇圧力も強く、当面はレンジ内で
の推移を想定。日本の金利は日銀の利上げの進展により、上昇圧力が継続しよう
 為替は当面日本の金利上昇による円高傾向が持続しようが、年後半には円高圧力が徐々
に緩和しよう。なお、トランプ政権のドル安志向には注意を要しよう

マクロ・各資産クラスのポイント

足元想定されるドル円の変動要因図表2

出所：SGIC作成

ドル安円高要因 ドル高円安要因

投機筋による新規の
円買いポジションの構築

日米金利差の縮小

トランプ政権の「ドル安志向」

市場の想定を超す日銀の
利上げペース

デジタル赤字や対外証券投資等
による円売り圧力

日米金利差の拡大

トランプ政権のインフレ的な政策
（関税引き上げや不法移民対策等）

日本のマイナスの実質金利が
継続

米国の実質GDP成長率と先行きのシナリオ図表1

注：点線はCIOによる予測イメージ
出所：米商務省よりSGIC作成

1
24Q1 Q3 25Q1 Q3 26Q1 Q3

▲

0

1

2

3

4
（前期比年率、%）

①メインシナリオ

②リスクシナリオ 雇用失速・消費腰折れ時等

マクロ
経済環境

先行き見通し
世界経済はインフレ低下・利下げ進展等の下で
緩やかな拡大を続け、徐々に巡航速度での成
長に向かっていくと予想

見通しのリスク
米国で強硬的な関税政策や移民政策が続く
と、消費が腰折れし、景気が失速するリスク
がある

為替

先行き見通し
日米政策金利の方向性の違いから緩やかなド
ル安円高予想も、米関税政策等による米金利
上昇からの反転リスクに注意

見通しのリスク
トランプ政権の「ドル安志向」を受け、急速なド
ル安円高が進むリスクには注意が必要

市場環境
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サマリー

モデル・ポートフォリオの資産配分（日本重視・円建て）

期
待
リ
タ
ー
ン

想定リスク

7.7

2025年3月14日時点

7.1

6.4

5.8

5.1

8.5 10.0 11.5 13.0 14.3（％）

（％） 株式 債券 オルタナティブ

安定 やや安定 中庸 やや積極 積極

資産配分は毎月見直しておりますので、最新の情報をご覧ください。

46%

37%

54%

23%

23%

23%

31%

23%

23%

28%

22%

63%

40%

49%

15%

単位：%、（　　）内は2025年2月20日時点からの変化（%pt）

資産クラス 安定 やや安定 中庸 やや積極 積極

株
式

先進国株式（除く日本） 12 (ー) 17 (ー) 21 (ー) 25 (ー) 30 (+1)

日本株式 10 (▲2) 13 (▲2) 16 (▲2) 19 (▲2) 21 (▲1)

新興国株式 6 (ー) 7 (ー) 9 (ー) 10 (ー) 12 (ー)

株式合計 28 (▲2) 37 (▲2) 46 (▲2) 54 (▲2) 63 (ー)

債
券

先進国債券（除く日本） 8 (ー) 8 (ー) 7 (ー) 7 (ー) 5 (ー)

先進国債券（除く日本、為替ヘッジ有） 8 (ー) 9 (ー) 4 (ー) 3 (ー) 0 (ー)

日本債券 26 (+3) 16 (+3) 13 (+3) 5 (+2) 3 (ー)

新興国債券 7 (▲1) 7 (▲1) 7 (▲1) 8 (▲1) 7 (▲2)

債券合計 49 (+2) 40 (+2) 31 (+2) 23 (+1) 15 (▲2)

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

G-REIT（除く日本） 4 (ー) 4 (ー) 4 (ー) 4 (+1) 3 (ー)

J-REIT 9 (ー) 9 (ー) 9 (ー) 9 (ー) 9 (+2)

金（為替ヘッジ有） 10 (ー) 10 (ー) 10 (ー) 10 (ー) 10 (ー)

オルタナティブ合計 23 (ー) 23 (ー) 23 (ー) 23 (+1) 22 (+2)

合　計 100 100 100 100 100

外貨比率 37 (▲1) 43 (▲1) 48 (▲1) 54 (ー) 57 (▲1)

期待リターン 5.1 (▲0.2) 5.8 (▲0.2) 6.4 (▲0.3) 7.1 (▲0.2) 7.7 (+0.1)

想定リスク 8.5 (▲0.4) 10.0 (▲0.4) 11.5 (▲0.4) 13.0 (▲0.3) 14.3 (+0.1)

注： 上記モデル・ポートフォリオは前ページ記載の資産クラス間の相対評価を反映させています。相対評価は先進国債券（除く日本、為替ヘッジ有）を除いた9資産にて行って
います。相対評価を最適に資産配分へ反映させるため、評価に変化がない資産についても配分が変更となる場合があります。
また、期待リターン・想定リスクはSGICが算出した推計値であり、お客さまの実際の運用において上記と同じ結果を保証するものではありません

出所：SGIC作成

モデル・ポートフォリオのご提案
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GOAL NAVIGATOR
資産分析ツール
Nikko PRM Prime 資産クラス別

商品ラインアップ

ポートフォリオ運用の実践編

・ポートフォリオの組み立て方

・投資商品のご案内

・投資に関するコラム集

・ポートフォリオ運用のためのサービス

�����
��
�
��

�
�
���

事前確認（事前準備） ヒアリング 運用方針の確認 ご提案

Introduction Process2 Process3Process1 Process4

お客さま本位の商品ラインアップの整備 2
●お客さまのニーズを的確に捉え、グローバル水準でより優れた商品の開発に努めるとともに、経済
環境・市場動向を踏まえて、幅広い運用会社・保険会社等からお客さまのニーズに合った商品を取り
揃えてまいります。また、国内外の投資環境や注目の投資テーマなどのマーケット情報、商品に関する
分かりやすい動画や資料を当社ホームページや営業担当者のiPadで閲覧いただける環境を整備して
おり、より納得感のある提案をさせていただけるよう努めております。

お客さま本位のアフターサービスの充実 3
●お客さまに長期的に安心して運用商品をお持ちいただけるよう、
きめ細かいアフターサービスに努めてまいります。

（年度）

お客さま本位の業務運営に関する取組方針_日興証券版（2025年6月版）／中面／天／210×297／山﨑／2025.7.16



● 1,000本以上の投資信託を取り揃え、そのうち
600本以上は申込手数料が無料です。

●株式委託手数料は、国内現物取引なら約定金額
帯ごとに定額で分かりやすい手数料体系です。
現物取引であれば最低137円、信用取引であれ
ば0円です。

2018年6月に金融庁より公表された「投資信託販売会
社における比較可能な成果指標（共通KPI）について」
の中で定義された指標の検証結果。（2025年3月末）

中長期分散投資を軸としたお客さま本位の運用提案 1
●総資産コンサルティングを通じた高度な提案

● SMBCグループでは統一のプロセスでお客さまに提案等を行うことによって、グループベースで
より高い水準のソリューションをお客さまに提供することを目指しております。

● 中長期分散投資意向のご確認や、CIOモデル・ポートフォリオを用いた運用方針のすり合わせを
行い、高度な資産運用コンサルティングの提供に努めております。
また、世界最高峰のリスク分析ツールであるNikko PRM Primeを用いて、お客さまの資産全体を
個別銘柄単位で分析し、お客さまの投資判断をサポートしております。

22%

14%

投資信託の積立件数
■投資信託の積立件数
■うち50代以下のお客さま件数

運用商品をお持ちのお客さま数

2020 2021 2022 2023 2024

（件）

250,000
300,000

200,000
150,000
100,000
50,000

0
2020 2021 2022 2023 2024

運用商品をお持ちのお客さま数（左軸）
当該期に新たにお取引が始まったお客さま数（右軸）

投資信託　運用損益別顧客比率（共通KPI）

17%

24%

16%

プラスのお客さま　76%

1% 1%
6%

30%

25%

20%

15%

10%

5%

0%
－50%未満 －50%以上

－30%未満
－30%以上
－10%未満

－10%以上
0%未満

0%以上
＋10%未満

＋10%以上
＋30%未満

＋30%以上
＋50%未満

＋50%以上

プラスの
お客さま

3月末時点

前年比

4か年平均

2022年 2023年 2024年

79% 67%

▲12pt

89%

78%

▲7pt ＋22pt

2025年

76%

▲13pt

（千人） （千人）

（年度） （年度）
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● お客さまの不安・不満を解消するために、必要に応じ、販売時の
担当者による商品説明が分かりやすく、十分に行われていたかを
確認しております。

● 商品導入後も商品のモニタリングやレポート提供を通じて継続的
サポートを行う体制を整備しております。

●また当社では、「総合コース」と「ダイレクトコース」をご用意し、それぞれ商品ラインアップを
　整備しております。
　お客さまの投資スタイルやライフステージの変化に合わせて、コース変更も可能です。

ダイレクトコース総合コース
● お客さまのライフステージや資産に関するお考え、
相続、贈与、事業承継など、さまざまな課題に対
して、専門知識を備えた支店の担当者や専門知識
を有する専任担当者が誠実に提案させていただ
きます。また各分野の専門家と連携し、最適な
ソリューションを提案いたします。

● 当社では、日々刻々と動くマーケット状況をタイム
リーに捉えた投資情報部によるネットセミナーの
ほか、当社在籍の人気アナリストによる動画等の
情報提供を行っております。

● また、NISA活用や相続など、幅広いテーマの
セミナーも開催しております。

分かりやすい情報提供投資信託・ファンドラップの残高

（億円）

■ファンドラップ■投資信託

80,000

60,000

40,000

20,000

0

●相場急落時等には、営業員によるご連絡やEメールの配信により、
当社作成のレポートや動画等を使用した情報提供と丁寧な説明を
徹底しております。また、定期的なフォロー状況を本社から確認でき
る社内システムを活用し、効率的な支援態勢を構築しております。

●「メール電子交付サービス」を活用した投資情報レポートの提供や
「株価通知メール」・「基準価額通知メール」等、お客さまのニーズ
に合わせたEメールサービスを多数、提供しております。

グループ統一のお客さま本位の運用提案 「Process5」

Process5
フォローアップ

取組方針の説明

リーフレット

S
M
B
C
日
興
証
券

リ フ ット

お客さま本位の業務運営に関する取組方針
SMBCグループ リテール事業部門

中長期分散投資を軸としたお客さま本位の運用提案1
お客さま本位の商品ラインアップの整備2
お客さま本位のアフターサービスの充実3
お客さま本位の業績評価体系の整備4
コンサルティング力向上に向けた取組み5

取組方針

● SMBC日興証券  は、「お客さまにとっての最善の利益」を実現するために、真のニーズに合致している

サービスを選択できるよう、一人ひとりに合ったソリューションを提供します。
●お客さまの豊かな生活や安心感の実現に向けて、お客さまの目指す利益のために、お客さま本位の
業績評価体系や適切な商品の導入・選定に注力してまいります。

●本資料は、特定の投資信託・生命保険・株式・債券等の売買を推奨、勧誘する目的のものではありません。
●2025年6月30日公表 の簡易版です。ご留意点

2025年6月時点

SMBCグループで連携し、各社の特長を活かし、
お客さまの幅広いニーズに対応してまいります。
SMBCグループで連携し、各社の特長を活かし、
お客さまの幅広いニーズに対応してまいります。

中長期分散投資を軸とした
コンサルティング

「資産を守りたい」「これから資産
を形成していきたい」というニーズ

への提案力に強み

外貨運用や外貨決済をはじめとした
外貨に関する高度なニーズへの提案力に強み

「外貨」の強みを活かしたサービスの提供

高度・多様な運用ニーズを
お持ちのお客さまへの

きめ細かいサービスの提供

幅広い商品のラインアップへの
ご希望を含め、より高度・多様な
運用ニーズへの提案力に強み

お客さまの
多様なニーズを
グループ連携で
サポート

(※)SMBCグループ：株式会社三井住友フィナンシャルグループのグループ会社の総称
SMBCグループ リテール事業部門：三井住友銀行、SMBC日興証券、SMBC
信託銀行、三井住友カード、SMBCコンシューマーファイナンス等で構成し、
資産運用業務・資産形成業務等のリテールビジネス業務を所管

(※)SMBCグループでは、役職員が共有すべき価値観(Five Values)の一つと
して、『Integrity：プロフェッショナルとして高い倫理観を持ち誠実に行動
する』を掲げています。

商品・サービスを提供することを目指し、お客さまをよく知り、お客さまがご納得された上で商品・

SMBCグループ共通のビュー「CIO’s View」

4月
2025年

【作成者】【提供者】

情報提供資料

揺れ動く世界秩序、分散投資でリスクに対処する
特集

「しあわせのための資産運用の定石」

注： 個人向け国債は、一般的な国債とは商品としての性格が異なるため、本ページの日本債券に対する評価は個人向け国債には該当しません
出所：SGIC作成

 世界秩序が動揺する兆しもみられる中、資産運用では収益を追求しながら、分散によりリスクに
対処することも重要な局面。不確実性の高さから、ポートフォリオはバランス重視の構成とする
 株式では、日本の評価を一段階引き下げ標準的な保有とする。一方、企業収益の拡大継続が予
想される先進国（除く日本）は引き続きやや厚めに保有、新興国は標準的な保有とする
 債券では、新興国を一段階引き下げやや控えめな保有とする。また、もう一段の金利上昇が見
込まれる日本は引き続き控えめに保有、先進国（除く日本）は標準的な保有とする
 REITは賃料上昇が続くJ-REITを厚めに保有、G-REIT（除く日本）はやや控えめに保有
 金は引き続き上昇要因が豊富だが、変動率の上昇も見込まれることから標準的な保有を継続

当面の投資戦略

投資戦略及び相対評価

●「オーバーウェイト」、「ニュートラル」、「アンダーウェイト」は、長期的視点で最適化された基準ポートフォリオに対し、足元の情勢を踏まえたかい離を示しています。
● 例えば「アンダーウェイト」は「売り」ではなく、基準ウェイト対比で低いウェイトでの保有をご提案するものです。
●評価は各資産クラスを対象としたものであり、各資産クラス内のサブカテゴリーに対する評価とは異なります。

当評価の見方

アンダーウェイト ニュートラル オーバーウェイト

-3 -2 -1 0 +1 +2 +3

株

式

先進国株式
（除く日本）

日本株式

新興国株式

債

券

先進国債券
（除く日本）

日本債券

新興国債券

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

G-REIT
（除く日本）

J-REIT

金

資産クラス間の相対評価
資産クラス間の相対評価は毎月見直しておりますので、最新の情報をご覧ください。 2025年3月14日時点
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マクロ経済環境
拡大が続く世界経済だが、下振れリスク高まる

世界経済は、総じてみれば緩やかな拡大が続くと予想
するが、米トランプ政権の政策の影響等から、減速あ
るいは失速するリスクが高まっている。米欧ではインフ
レ低下・利下げが景気の追い風になると見込んでいる
が、関税等、米政権の政策への懸念が強まっている。日
本では賃金上昇等による景気拡大が見込まれるが、米
政権が主要産業に関税を賦課する場合等は景気が急
変し得る。中国やインド等の主要新興国についても、利
下げ等、景気下支えの要因がある一方、米国の政策動
向次第では景気が大きく下押しされるリスクもある。

米政権の政策次第で、米欧経済は失速のリスク

米国経済は、利下げが進む下で底堅く推移すると予想し
ているが、トランプ政権が強硬的な関税政策を続け、不
法移民の強制送還等も実施すれば、著しく景気が悪化す
るリスクがある。欧州経済は、利下げや財政の下支えの
下での拡大を予想するが、米国の政策動向次第では失速
し得る。米国では、段階的に利下げが進められる見込みで
あるほか、トランプ政権の減税・規制緩和等の政策は、一
定程度景気の押上げにつながるとみている。一方、政権発
足後、追加関税を矢継ぎ早に導入しており、同政権への期
待等から上昇傾向にあった製造業の景況感は足元で低下
（図表2）。特に、指数の構成項目の1つである新規受注の急
落が目立っている。強硬的な関税政策は米国の製造業の
押上げではなく、逆風になりかねないと懸念されている可
能性がある。また、景気悪化やインフレ上昇につながり得
る不法移民の強制送還が進められる可能性もあり、こうし
た強硬的な政策が続くと、米景気は著しく悪化するリスク
がある。欧州については、利下げが進んでいるほか、ドイツ
では財政支出への期待もあり、先行きの緩やかな景気拡大
を見込む。一方、米政権は対EUでも25%の追加関税を導
入する方針を示しており、実際に導入され、欧州側も報復
措置等を講じた場合、景気悪化は避け難いだろう。また、ウ
クライナ戦争に関し米国がロシア寄りの姿勢を示したこと
もあってか、地政学リスク指数が上昇する局面もみられる
（図表3）。欧州では防衛費拡大が景気の追い風になる可
能性がある一方、地域情勢の不安定化が投資等の逆風に
なる可能性もあり、やはり米政策動向のリスクは大きい。

図表1 主要国・地域の実質GDP成長率
（単位：四半期は前期比年率、暦年は前年比、中国は全て前年比、%）

2024 2025 2024 2025 2026

10~12 1~3 4~6 暦年 暦年 暦年

米国 2.3 1.7 1.7 2.8 2.1 1.9

欧州 0.9 1.0 1.2 0.9 1.2 1.4

日本 2.2 0.4 0.6 0.1 1.2 0.8

中国 5.4 4.7 4.8 5.0 4.6 4.5

注：欧州はユーロ圏。シャドーは実績、それ以外はCIO予測
出所： 米商務省、EU統計局、内閣府、中国国家統計局より

SGIC作成

44
46
48
50
52
54
56

24/1 24/4 24/7 24/10 25/1

米ISM製造業景況指数図表2

注：全体の指数は新規受注を含む5項目の加重平均値
出所：米サプライマネジメント協会（ISM）よりSGIC作成

（50超：改善、50未満：悪化）

（年/月）

全体 新規受注
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地政学リスク指数図表3

出所：Geopolitical Risk（GPR）Indexウェブサイト　　 
（https://www.matteoiacoviello.com/gpr.htm） 　　
よりSGIC作成

（年/月）
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春号の投資テーマ

揺れ動く世界秩序、分散投資でリスクに対処する

 世界経済は、緩やかな成長が持続しようが、トランプ政権による関税政策等が先行きの不
確実性を高めている
 企業収益も着実な拡大が続いているが、関税政策等に端を発する世界経済の悪化リスクに
注意が必要な局面
 米金利は足元低下がみられたが、インフレ期待による上昇圧力も強く、当面はレンジ内で
の推移を想定。日本の金利は日銀の利上げの進展により、上昇圧力が継続しよう
 為替は当面日本の金利上昇による円高傾向が持続しようが、年後半には円高圧力が徐々
に緩和しよう。なお、トランプ政権のドル安志向には注意を要しよう

マクロ・各資産クラスのポイント

足元想定されるドル円の変動要因図表2

出所：SGIC作成

ドル安円高要因 ドル高円安要因

投機筋による新規の
円買いポジションの構築

日米金利差の縮小

トランプ政権の「ドル安志向」

市場の想定を超す日銀の
利上げペース

デジタル赤字や対外証券投資等
による円売り圧力

日米金利差の拡大

トランプ政権のインフレ的な政策
（関税引き上げや不法移民対策等）

日本のマイナスの実質金利が
継続

米国の実質GDP成長率と先行きのシナリオ図表1

注：点線はCIOによる予測イメージ
出所：米商務省よりSGIC作成

1
24Q1 Q3 25Q1 Q3 26Q1 Q3

▲

0

1

2

3

4
（前期比年率、%）

①メインシナリオ

②リスクシナリオ 雇用失速・消費腰折れ時等

マクロ
経済環境

先行き見通し
世界経済はインフレ低下・利下げ進展等の下で
緩やかな拡大を続け、徐々に巡航速度での成
長に向かっていくと予想

見通しのリスク
米国で強硬的な関税政策や移民政策が続く
と、消費が腰折れし、景気が失速するリスク
がある

為替

先行き見通し
日米政策金利の方向性の違いから緩やかなド
ル安円高予想も、米関税政策等による米金利
上昇からの反転リスクに注意

見通しのリスク
トランプ政権の「ドル安志向」を受け、急速なド
ル安円高が進むリスクには注意が必要

市場環境

05 CIO’s View 2025 Spring

サマリー

モデル・ポートフォリオの資産配分（日本重視・円建て）

期
待
リ
タ
ー
ン

想定リスク

7.7

2025年3月14日時点

7.1

6.4

5.8

5.1

8.5 10.0 11.5 13.0 14.3（％）

（％） 株式 債券 オルタナティブ

安定 やや安定 中庸 やや積極 積極

資産配分は毎月見直しておりますので、最新の情報をご覧ください。

46%

37%

54%

23%

23%

23%

31%

23%

23%

28%

22%

63%

40%

49%

15%

単位：%、（　　）内は2025年2月20日時点からの変化（%pt）

資産クラス 安定 やや安定 中庸 やや積極 積極

株
式

先進国株式（除く日本） 12 (ー) 17 (ー) 21 (ー) 25 (ー) 30 (+1)

日本株式 10 (▲2) 13 (▲2) 16 (▲2) 19 (▲2) 21 (▲1)

新興国株式 6 (ー) 7 (ー) 9 (ー) 10 (ー) 12 (ー)

株式合計 28 (▲2) 37 (▲2) 46 (▲2) 54 (▲2) 63 (ー)

債
券

先進国債券（除く日本） 8 (ー) 8 (ー) 7 (ー) 7 (ー) 5 (ー)

先進国債券（除く日本、為替ヘッジ有） 8 (ー) 9 (ー) 4 (ー) 3 (ー) 0 (ー)

日本債券 26 (+3) 16 (+3) 13 (+3) 5 (+2) 3 (ー)

新興国債券 7 (▲1) 7 (▲1) 7 (▲1) 8 (▲1) 7 (▲2)

債券合計 49 (+2) 40 (+2) 31 (+2) 23 (+1) 15 (▲2)

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

G-REIT（除く日本） 4 (ー) 4 (ー) 4 (ー) 4 (+1) 3 (ー)

J-REIT 9 (ー) 9 (ー) 9 (ー) 9 (ー) 9 (+2)

金（為替ヘッジ有） 10 (ー) 10 (ー) 10 (ー) 10 (ー) 10 (ー)

オルタナティブ合計 23 (ー) 23 (ー) 23 (ー) 23 (+1) 22 (+2)

合　計 100 100 100 100 100

外貨比率 37 (▲1) 43 (▲1) 48 (▲1) 54 (ー) 57 (▲1)

期待リターン 5.1 (▲0.2) 5.8 (▲0.2) 6.4 (▲0.3) 7.1 (▲0.2) 7.7 (+0.1)

想定リスク 8.5 (▲0.4) 10.0 (▲0.4) 11.5 (▲0.4) 13.0 (▲0.3) 14.3 (+0.1)

注： 上記モデル・ポートフォリオは前ページ記載の資産クラス間の相対評価を反映させています。相対評価は先進国債券（除く日本、為替ヘッジ有）を除いた9資産にて行って
います。相対評価を最適に資産配分へ反映させるため、評価に変化がない資産についても配分が変更となる場合があります。
また、期待リターン・想定リスクはSGICが算出した推計値であり、お客さまの実際の運用において上記と同じ結果を保証するものではありません

出所：SGIC作成

モデル・ポートフォリオのご提案

04CIO’s View 2025 Spring

GOAL NAVIGATOR
資産分析ツール
Nikko PRM Prime 資産クラス別

商品ラインアップ

ポートフォリオ運用の実践編

・ポートフォリオの組み立て方

・投資商品のご案内

・投資に関するコラム集

・ポートフォリオ運用のためのサービス

�����
��
�
��

�
�
���

事前確認（事前準備） ヒアリング 運用方針の確認 ご提案

Introduction Process2 Process3Process1 Process4

お客さま本位の商品ラインアップの整備 2
●お客さまのニーズを的確に捉え、グローバル水準でより優れた商品の開発に努めるとともに、経済
環境・市場動向を踏まえて、幅広い運用会社・保険会社等からお客さまのニーズに合った商品を取り
揃えてまいります。また、国内外の投資環境や注目の投資テーマなどのマーケット情報、商品に関する
分かりやすい動画や資料を当社ホームページや営業担当者のiPadで閲覧いただける環境を整備して
おり、より納得感のある提案をさせていただけるよう努めております。

お客さま本位のアフターサービスの充実 3
●お客さまに長期的に安心して運用商品をお持ちいただけるよう、
きめ細かいアフターサービスに努めてまいります。

（年度）



お客さま本位の業績評価体系の整備 4
●お客さま本位の営業活動を的確に行うことを促すため、業績評価体系を整備してまいります。

● 当社では部門・部店・個人の評価それぞれにおいて、「お客さま本位の業務運営」を追求し、
それを前提とした業績向上という優先順位に基づく評価を行っております。

● お預り資産の拡大状況や中長期の資産運用提案に基づいた実績など、高度なコンサルティング
の徹底により、お客さまの高い納得感が得られるお取引について適切な評価が可能な仕組みと
しております。また、単年度手数料等の実績に偏らない評価体系を構築しております。

コンサルティング力向上に向けた取組み 5

管理職 外訪担当者

99.8% 87.8% 

FP2級以上（含むCFP・AFP）の
資格保有比率（2025年3月末時点） 

＜ Nikko RABBIT ＞ 

●高い専門性をもって、良質な商品・サービスを提供するために、
階層別にコンサルティングスキル向上を目的とした研修を
行っております。また、提案の質向上を企図したソリューション
やポートフォリオ・コンサルティングなどの勉強会や個別支援
等、学習機会を提供しております。

●FPや証券アナリストなどの資格取得を奨励・支援し、社員の
知識・能力の向上を図っております。

FP2級以上（含むCFP・AFP）の

＜ Nikko GOAL NAVIGATOR ＞ ●お客さまのライフプラン等を踏まえたコンサルティングに際し、
定期的なお客さまとの対話の中でお伺いした情報を登録して
お客さまごとの資産コンサルティングをサポートする「Nikko 
GOAL NAVIGATOR」等を活用し、コンサルティングの高度化
を図っております。 

お客さま本位の浸透に向けた取組み 
●お客さま本位の精神は、経営理念の中に創業時より受け継がれており、その実践に日々取り組んで
おります。

CX賞の取組み 人生100年時代・高齢化社会への取組み

親切で正直に紐づく行動規範 お客さま本位を徹底する

▶私たちは、常にお客さまに寄り添い、お客さまの立場で考えることを基本姿勢とし、お客さま
のためにベストを尽くします。

▶私たちは、お客さまの最善の利益を追求するため、お客さまの真のニーズを把握し、最良の
商品・サービスを提供することに全力を尽くします。

▶私たちは、事実と見解を明確に区別し、お客さまにとって分かりやすい情報提供と説明を
行います。

● お客さまからいただいた「お褒め」の声や営業活動における
お客さま本位の取組みを評価するため、社内表彰制度の
一つとしてCX賞を選定・表彰し、当社社員のお客さま本位
の徹底・CX向上に取り組んでおります。

● 当社は、高齢化社会の進展を踏まえ将来の認知症や介護に
備えるためのサポートを重視しております。また、お客さま・
ご家族の皆さまが安心してお取引いただけるよう、ご高齢
のお客さまがお取引をされる際にはご家族間でのご資産・
運用に関するご相談もお勧めしています。

お客さま本位の業務運営に関する取組方針
SMBCグループ リテール事業部門

中長期分散投資を軸としたお客さま本位の運用提案1
お客さま本位の商品ラインアップの整備2
お客さま本位のアフターサービスの充実3
お客さま本位の業績評価体系の整備4
コンサルティング力向上に向けた取組み5

取組方針

● SMBC日興証券  は、「お客さまにとっての最善の利益」を実現するために、真のニーズに合致している

サービスを選択できるよう、一人ひとりに合ったソリューションを提供します。
●お客さまの豊かな生活や安心感の実現に向けて、お客さまの目指す利益のために、お客さま本位の
業績評価体系や適切な商品の導入・選定に注力してまいります。

●本資料は、特定の投資信託・生命保険・株式・債券等の売買を推奨、勧誘する目的のものではありません。
●2025年6月30日公表 の簡易版です。ご留意点

2025年6月時点

SMBCグループで連携し、各社の特長を活かし、
お客さまの幅広いニーズに対応してまいります。
SMBCグループで連携し、各社の特長を活かし、
お客さまの幅広いニーズに対応してまいります。
SMBCグループで連携し、各社の特長を活かし、
お客さまの幅広いニーズに対応してまいります。

中長期分散投資を軸とした
コンサルティング

「資産を守りたい」「これから資産
を形成していきたい」というニーズ

への提案力に強み

外貨運用や外貨決済をはじめとした
外貨に関する高度なニーズへの提案力に強み

「外貨」の強みを活かしたサービスの提供

高度・多様な運用ニーズを
お持ちのお客さまへの

きめ細かいサービスの提供

幅広い商品のラインアップへの
ご希望を含め、より高度・多様な
運用ニーズへの提案力に強み

お客さまの
多様なニーズを
グループ連携で
サポート

(※)SMBCグループ：株式会社三井住友フィナンシャルグループのグループ会社の総称
SMBCグループリテール事業部門：三井住友銀行、SMBC日興証券、SMBC
信託銀行、三井住友カード、SMBCコンシューマーファイナンス等で構成し、
資産運用業務・資産形成業務等のリテールビジネス業務を所管

(※)SMBCグループでは、役職員が共有すべき価値観(Five Values)の一つと
して、『Integrity：プロフェッショナルとして高い倫理観を持ち誠実に行動
する』を掲げています。

商品・サービスを提供することを目指し、お客さまをよく知り、お客さまがご納得された上で商品・

●また、経営理念の実現のために具体的にどう行動すべきかを示した「行動規範」をもとに、大切な
　価値観をあらゆる場面で体現できるよう役社員全員がしっかりと理解し、日々の行動につなげるべく
　努めております。

お客さま本位の業務運営に関する取組方針_日興証券版（2025年6月版）／オモテ／天／210×297／山﨑／2025.7.16


